
















The State of Mutual Aid between Group-Homes for the Elderly with












































































































2003（H15）年 3665 27.3 22.4 42.8 6.2 0.5 － 0.4 0.2　 0.2 100
2002（H14）年 2210 32.9 24.8 34.1 6.4 0.8 － 0.7 0.1 0.3 100
2001（H13）年 1273 36.7 29.5 26.1 6 0.7 － 0.7 0.2 0.2 100
2000（H12）年 675 37.5 31.1 21.2 5.5 3.6 － 0.3 0.9 100
注 1）厚生労働省ホームページの「介護サービス施設・事業所調査の概況」より作成。各年度の調査時期は、10月 1日。





のである。介護保険施行年度である 2000（平成 12）年は 675事業所だったのが、2003（平
成 15）年には 3665事業所となっており、3年間で 5.4倍と急増している。その開設主体
は多元化しているのに特徴があるが、株式会社や有限会社等の営利法人での伸び率が高い。
2003年度における構成割合に占める上位 3位は、営利法人（会社）42.8％、社会福祉法










総　　　数 13 13 11 2 － 39
設置ユニット数
1ユニット 8（61.5％） 8（61.5％） 9（81.8％） 2（100％） － 27（69.2％）
2ユニット 3（23.1％） 2（15.4％） 2（18.2％） － －  7（17.9％）
3ユニット 2（15.4％） 3（23.1％） － － －  5（12.8％）







































要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 その他 総数
2003年 9月 43,446 27.6 34.1 24.4 10.7 3.1 0.2 100
2002年 9月 23,888 28.8 37.1 22.1 8.7 3 0.3 100
2001年 9月 12,486 28.6 37.3 22.4 8.6 2.8 0.4 100
2000年 9月 5,450 33.5 33.8 20.8 8.1 2.8 1.1 100











Ⅰ　型 社会福祉法人 ある 新築 市街化区域外
Ⅱ　型 医療法人 ある 新築 市街化区域外
Ⅲ－1型 営利法人（会社） ある 新築 市街化区域内
Ⅲ－2型 営利法人（会社） ない 新築 市街化区域内
Ⅲ－3型 営利法人（会社） ない 改修 市街化区域内

















　「入居者の状況」は、『性別』では女性が約 87％。『要介護度平均』は 1.6～ 3.2とばらつ









母 体 施 設
または主な










































































































1.9 12 6 －
Ⅲ－2
型






3.2 1 4 3
Ⅲ－3
型






1.7 8 1 －
�型
11 NPO法人 なし 2000.1 1 6 改修 白地区域 1 5
83歳
（73－90）
2.5 3 2 1
（注 1）　3ユニットあるうちの最初の事業開設年度。
　　　　残り 2ユニットは、2001年 4月に開設。
計 平均 平均 計
19 130 82.6歳 2.3 92 47 10













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 5）本研究の調査時点から約 1年が経過した現在，本研究調査対象 11件中 9件が第三者
評価結果を公表している（2004年 8月～ 10月実施）．本研究と関連が強い 4項目（①ホー
ムに閉じこもらない生活の支援，②地域の人達との交流の促進，③周辺施設等の理解・
協力の働きかけ，④ホーム機能の地域への還元）については，4項目中 3項目（①②④）
が「できている」との評価を 8件のホームで得ている．
　痴呆性グループホーム外部評価情報：WAM NET（2004.11.13取得）
　http://www.wam.go.jp/
